
和光市新型インフルエンザ等対策行動計画
策定の報告について
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資料１－１



はじめに ～市行動計画策定の経緯～

 国は、コロナ対応で見えてきた課題や法改正の内容を踏まえ、さまざま

な感染症の危機に備えられる社会を目指して、令和6年7月に政府行

動計画を大きく改定しました。

 埼玉県もこれに合わせ、令和7年1月に県行動計画を改定しています。

 和光市では、平成26年12月に市行動計画を作成していましたが、今

回の国と県の計画改定を受けて、市行動計画も全面的に見直すことに

しました。
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計画策定のスケジュール
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・ 令和７年6月 新型インフルエンザ等対策行動計画
策定委員会設置

・ 同 7月 第１回策定委員会開催
・ 同 9月 第２回策定委員会開催
・ 同 １0月 庁内意見募集
・ 同 １1月 第３回策定委員会開催、県に整合の確認依頼
・ 同 １1月 パブリックコメント実施、市民説明会実施
・ 令和8年2月 第４回策定委員会開催、

和光市新型インフルエンザ等対策行動計画 改定
・ 同 ３月 ヘルスソーシャルキャピタル審議会、

議会及び県に報告



策定委員会

選出区分 氏名 所属団体名

1号委員 知識経験を有する者 冨尾 淳（委員長） 国立保健医療科学院

2号委員 関係団体等を代表する者

奈良 一成 （副委員長） （一社）朝霞地区医師会

佐藤 貴映 （一社）朝霞地区歯科医師会

江口 武幸 （一社）朝霞地区薬剤師会

藤井 邦弘 和光市商工会

3号委員 関係行政機関の職員
上野 桂 朝霞保健所

松山 武士 埼玉県南西部消防局

4号委員 市の職員
庄 克典 市危機管理室

浅井 里美 市健康支援課

5号委員 市民 田口 剛寛 ヘルスソーシャルキャピタル審議会
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策定委員会

変更点 旧 新

対象とする
感染症

・新型インフルエンザ等感染症
・新感染症

新型インフルエンザや新型コロナウイルス感

染症等だけでなく、その他の幅広い呼吸器感

染症による危機に対応

平時の準備 未発生期として記載
記載を３期（準備期、初動期及び対応期）に
分け、特に準備期の取組を充実

対策項目

① 実施体制
② 情報収集
③ 情報提供・共有
④ 予防・まん延防止
⑤ 医療
⑥ 市民生活及び市民経済の安定の確保

① 実施体制
② 情報提供・共有、 リスクコミュニケーション
③ まん延防止
④ ワクチン
⑤ 保健
⑥ 物資
⑦ 市民生活及び市民経済の安定の確保

5


	スライド 1: 和光市新型インフルエンザ等対策行動計画 策定の報告について
	スライド 2: はじめに　～市行動計画策定の経緯～
	スライド 3: 計画策定のスケジュール
	スライド 4: 策定委員会
	スライド 5: 策定委員会

